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11億 547万円

9億 597万円

6億 9061万円

5億 1550万円2565万円

4700万円 1億 4031万円

4億 3622万円

9億 939万円

6億 7230万円

4億 7886万円

6億 7183万円

2億 5362万円

2億 600万円

2億 6957万円

2億 9770万円

17億 1000万円
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人口減少対策として
子育て支援施策充実のための費用を計上

子育て環境の強みをさらに磨くまちづくり
● 第2子目保育料無償化 357万円
● 定住促進奨学金返還支援金 53万円
● 不妊治療給付事業 160万円
● 出産・子育て相談・応援支援金 450万円
● 井手町出産応援給付金 400万円
● 子育て支援医療費 2397万円
● ランリュック・安全帽支給事業 54万円
● 学校給食費支援事業 1700万円
● 物価高騰対策給食費緊急支援事業 290万円

多世代がふれあう生き生きしたまちづくり
● 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 179万円
● 高齢者移動支援実証運行補助 322万円
● 町内公園整備 690万円

快適で便利なまちづくり
● ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業費補助金 8209万円
● 新庁舎竣工記念事業 250万円
● 宅地開発検討業務 800万円
● 橋梁長寿命化事業 2300万円
● 多賀地区町営住宅建替事業 3210万円

安心とやすらぎのまちづくり
● 災害時情報伝達手段整備 2億5700万円
● 防災システム移転業務 3100万円
● 下排水路改修 5160万円
● 町内河川浚渫 350万円
● 南山城水害70周年式典 160万円

多様な働き方ができる魅力あるまちづくり
● テオテラスいでスタートアップ事業 800万円
● 有害鳥獣駆除 ７９９万円
● プレミアム付き商品券発行補助 2740万円
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1

46億 6800万円
9億 5622万円
1億 9101万円

6221万円
5億 3427万円
9億 8113万円
1億 3771万円

457万円
28億 6712万円
75億 3512万円

41.9 ％減
0.6 ％増
8.0 ％減
10.0 ％減
9.9 ％減
5.4 ％増
3.6 ％増
22.4 ％減
0.8 ％減
31.0 ％減

　本町の財政は、町税等の自主財源に乏しく、地
方交付税や国・府支出金などの依存財源に頼っ
ている。いかなる財政状況下においても、行政の
果たすべき役割は重大であり、道路・下排水路な
どの整備・拡充や地域福祉・教育の充実住民の健
康増進、環境保全や防災対策の強化、商工業の活
性化や農業の振興、差別解消に向けた人権啓発
など、継続的な取り組みをさらに積極的に推進
していく必要がある。
　本町の最も大きな課題は人口の減少を食い止
め、いかにしてまちを活性化させるかである。そ

のために、JR奈良線の全線複線化、雇用の創出
や税収の確保のための企業誘致、開発適地拡大
のための国道24号城陽井手木津バイパスの整
備の3つが最も重要であり、これらの事業を着
実に前進できるよう、最大限の努力をしていく。
　また、新庁舎に併設する地域振興交流拠点施
設やJR山城多賀駅前商業施設の早期開業につ
いても、全面的に支援していく必要がある。
　さらに、「井手町でこどもを産み育てたい」と
感じていただけるよう、新たな子育て支援施策
の実施やさらなる事業の拡充を図った。

　一般会計予算の総額は、46億6,800万円
で、『人口の減少をくい止め、いかにしてまち
を活性化させるか』という、本町の最も大き
な課題の解決のために、利便性向上のための
ＪＲ奈良線の全線複線化、雇用の創出や税収
確保のための企業誘致、住宅地をはじめとす
る開発適地拡大のための国道24号城陽井手
木津川バイパスの整備の３つの事業に重点
を置き、諸課題に取り組むための予算の計上
となっている。
　多岐に渡る住民ニーズに、的確に応えなが
ら、『居心地よく、住んでみたい、住み続けた
い　安心・安全で豊かな自然と利便性が共存
する新しいまち』の実現に向け、各分野にお
いて、より一層充実した行政サービスを目指
し、新規事業にも積極的に取り組むための、
所要の経費が計上された予算編成であるこ
とが見てとれる。

　奈良線複線化はほぼ完了、白坂テクノ
パークも井手町域では企業誘致が完了、国
道バイパスのルートも確定した。それでも
人口減少の波は止まらない。スピード感を
もって住宅を増やすことが第一だが、町外
であっても近隣の魅力ある商業施設や医療
インフラを本町と一体のものとして感じら
れるようにすることが、本町の魅力をも高
めることになるのはまちがいない。
　役場新庁舎の完成が大きくずれ込み、多
額の追加費用を生んでいる。新庁舎やふれ
あいセンター、地域振興交流拠点等へのア
クセスは、高齢者、障がい者、ベビーカーな
どを使う子育て世代への配慮もない。高齢
者を対象に移動支援を行う社会福祉協議会
への補助金は計上されているが、毎日運行
されない、近隣市の医療機関や商業施設へ
行けないなど期待外れ。

ྩ࿨̑೥౓ྩ࿨̑೥౓ྩ࿨̑೥౓ྩ࿨̑೥౓

新規事業にも積極的に経費を計上
谷 田 利 一 議員

スピード感をもって住宅を増やすことが第一
谷 田 みさお 議員
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浜・鐘付水利施設

トイレが改修される泉ヶ丘中学校
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育
長

�

中
田　

邦
和　

氏

●
指
定
管
理
者

◎
井
手
町
地
域
振
興
交
流

　
拠
点
施
設

　
テ
オ
テ
ラ
ス
い
で

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
井
手

�

代
表
取
締
役�

中
谷　

英
輔　

氏

◎
井
手
町
玉
水
駅
前
休
憩
所

山
背
古
道
椿
坂

�

代
表　

木
田　

靜
子　

氏

●
工
事
請
負
契
約
変
更

◎�

井
手
町
新
庁
舎
建
設

�

（
建
築
・
機
械
設
備
）工
事

�

4
1
6
5
万
3
7
0
0
円

◎�

井
手
町
山
吹
ふ
れ
あ
い

　�

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

�

3
0
6
6
万
9
1
0
0
円

●�

地
域
振
興
交
流
拠
点
施
設

厨
房
機
器
等
購
入

�

1
8
7
0
万
円

●�

地
域
振
興
交
流
拠
点
施
設

物
販
管
理
シ
ス
テ
ム
購
入

�

1
0
4
2
万
8
0
0
0
円

●�

地
域
振
興
交
流
拠
点
施
設

什
器
等
備
品
購
入

�

9
9
0
万
円

●
人
権
擁
護
委
員

�

村
田　

照
久　

氏

●
工
事
請
負
契
約
変
更

◎�

井
手
町
新
庁
舎
建
設

�

（
電
気
設
備
）
工
事

�

3
0
4
万
7
0
0
0
円

◎�

井
手
町
新
庁
舎
等
計
画
地

外
構
工
事

�

4
6
2
万
円

●
一
般
会
計
（
第
1
回
）

◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

�

接
種
事
業

�

1
3
0
0
万
円

※�

対
象
者
は
初
回
接
種
を
終

了
し
た
65
歳
以
上
の
方
及

び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、

そ
の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が

高
い
と
医
師
が
認
め
る
方

等
で
す
。

●�

井
手
町
議
会
の
個
人
情
報

�

の
保
護
に
関
す
る
条
例

�

提
案
者　

脇
本�

尚
憲�

議
員�

�

賛
成
多
数
で
可
決

同
性
婚
の
法
制
化
に
関
す

る
議
論
の
促
進
を
求
め
る

意
見
書

�

提
案
者　

谷
田�

み
さ
お�

議
員

�

賛
成
少
数
で
否
決

時
限
的
な
消
費
税
の
減
額

及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

�

提
案
者　

谷
田�

み
さ
お�

議
員

�

賛
成
少
数
で
否
決

同 

意 

案 

件

 

諮 

問 

案 

件

 

専 

決 

処 

分

 
財 

産 

取 

得

発　

委

意  

見  

書

令
和
５
年
度

 

補
正
予
算
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テオテラスいで（イメージ）

追加接種の準備が進む町保健センター



令和5年3月定例会　議案・議決結果一覧表
審議結果等は次の通りです。（〇＝賛成　×＝反対　―＝欠席または退席）　＊西島寛道議長は、採決に加わっておりません。

議案番号 件　　　　名 議決年月日 議決の結果
議　　員　　名

鎌
田
隆
宏

小
割
直
彦

田
中
保
美

奥
田
俊
夫

脇
本
尚
憲

谷
田
利
一

岡
田
久
雄

谷
田
み
さ
お

木
村
武
壽

議案第�1号 井手町個人情報保護法施行条例制定の件 令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第�2号 井手町個人情報保護審査会条例制定の件 令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�3号 井手町地域振興交流拠点施設の設置及び
管理に関する条例制定の件

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�4号 井手町役場位置条例等の一部を改正する
条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�5号 井手町議会議員及び井手町長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�6号 職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整
備に関する条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�7号 井手町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�8号 井手町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育
料等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第�9号 井手町国民健康保険条例の一部を改正す
る条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号 井手町町営住宅等設置及び管理条例の一
部を改正する条例制定の件

令和5年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 井手町固定資産評価審査委員選任につき
同意を求める件

令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 井手町教育長選任につき同意を求める件 令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第13号 指定管理者選任につき同意を求める件 令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 指定管理者選任につき同意を求める件 令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 令和４年度井手町一般会計補正予算（第
５回）

令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 令和４年度井手町多賀地区簡易水道事業
特別会計補正予算（第３回）

令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 令和４年度井手町介護保険特別会計補正
予算（第２回）

令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 令和４年度井手町公共下水道事業特別会
計補正予算（第４回）

令和5年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 令和５年度井手町一般会計予算 令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第20号 令和５年度井手町国民健康保険特別会計
予算

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第21号 令和５年度井手町水道事業会計予算 令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 令和５年度井手町多賀地区簡易水道事業
特別会計予算

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 令和５年度井手町後期高齢者医療特別会
計予算

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第24号 令和５年度井手町介護保険特別会計予算 令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第25号 令和５年度井手町公共下水道事業特別会
計予算

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 令和５年度井手町多賀財産区特別会計予
算

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 井手町多賀地区簡易水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例制定の件

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 令和５年度井手町一般会計補正予算（第１回） 令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 工事請負契約変更について同意を求める件
（新庁舎建設（建築・機械設備）工事）

令和5年
� 3月22日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 工事請負契約変更について同意を求める件
（山吹ふれあいセンター建設工事）

令和5年
� 3月22日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 財産取得について同意を求める件
（地域振興拠点施設厨房機器等購入）

令和5年
� 3月22日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 財産取得について同意を求める件
（地域振興拠点施設物販管理システム購入）

令和5年
� 3月22日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第33号 財産取得について同意を求める件
（地域振興拠点施設什器等備品購入）

令和5年
� 3月22日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第�1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
件

令和5年
� 3月6日 意見なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第�1号 専決処分の報告について
（和解及び損害賠償額の決定の件）

令和5年
� 3月6日 報　　告

報告第�2号 専決処分の報告について
（新庁舎建設（電気設備）工事）

令和5年
� 3月22日 報　　告

報告第�3号 専決処分の報告について
（新庁舎等計画地外構工事）

令和5年
� 3月22日 報　　告

発委第�1号 井手町議会の個人情報の保護に関する条
例について

令和5年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

発議第�1号 同性婚の法制化に関する議論の促進を求
める意見書

令和5年
� 3月22日 否　　決 × × × × × × × ○ ×

発議第�2号 時限的な消費税の減税及びインボイス制
度の中止を求める意見書

令和5年
� 3月22日 否　　決 × × × × × × × ○ ×
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令和５年６月定例会の　
日程はホームページ等で
ご確認下さい。

（9P）

◆ 性的少数者の人権
◆ 加齢性難聴者への支援
◆ 使用済みおむつの処理

谷田 みさお
たに だ

（17P）

◆ 子ども模擬議会
◆ 災害対策

奥 田  俊 夫
おく だ とし お

（12P）

◆ 帯状疱疹ワクチン接種への
　 公費助成
◆ 送迎用バスへの子ども置き去り
　 防止安全装置の設置

岡 田  久 雄
おか だ ひさ お

（13P）

◆ 町道19-09号線の安全対策
◆ ふるさと納税の取組

田 中  保 美
た なか や す み

（10P）

◆ 新庁舎開庁に伴う記念式典等
　 の開催
◆ 飼い犬のための環境整備

脇 本  尚 憲
わき もと たか のり

（15P）

◆ 町全体で取り組む猿対策
木 村  武 壽
き むら たけ ひさ

（11P）

◆ LPガス利用者への支援
◆ 「放置竹林」問題

小 割  直 彦
こ わり な お ひこ

（14P）

◆ 災害に対する本町の備蓄状況
◆ 小・中学校や保育園での情報共有
　 アプリの活用

鎌 田  隆 宏
かま だ たか ひ ろ

（16P）

◆ 本町における住宅開発事業の
　 早期着手
◆ 「子育て環境日本一」の実現に
　 向けた取組

谷 田  利 一
たに だ とし か ず
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元
首
相
秘
書
官
の
発

言
と
同
性
婚
に
つ
い
て
の

見
識
は
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的

少
数
者
の
方
々
が
直
面
し

て
い
る
生
き
づ
ら
さ
へ
の

理
解
を
欠
き
、
人
の
尊
厳

を
傷
つ
け
る
大
変
残
念
な

発
言
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。
同
性
婚
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
議
論
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
取
組
は
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
性
的
指
向

や
性
自
認
に
関
わ
ら
ず
誰

も
が
受
容
さ
れ
共
生
で
き

る
社
会
を
目
指
す
と
共
に
、

谷た
に

　
田だ

　
み
さ
お  

議
員

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
知

識
を
持
つ
理
解
者
を
増
や

す
こ
と
が
支
援
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
い
づ
み
人
権
交

流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
近

に
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

共
に
学
習
を
深
め
る
た
め

の
人
権
講
座
や
講
演
会
、

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
を

開
催
し
て
い
る
。

　

特
定
健
診
に
聴
力
検

査
を
加
え
る
こ
と
や
、
聞

こ
え
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
は
。

　

国
の
実
施
基
準
で
内

臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し

た
検
査
項
目
で
あ
る
こ
と

や
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

も
国
の
示
す
調
査
項
目
を

基
本
に
、
回
答
い
た
だ
く

方
の
負
担
を
考
慮
し
て
お

り
、
聴
力
検
査
や
聞
こ
え

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　

保
育
所
等
に
お
け
る

使
用
済
み
お
む
つ
の
処
分

の
取
扱
い
は
。

　

園
児
、
特
に
乳
幼
児

の
便
の
色
は
、「
健
康
状

態
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
保
護

追
加
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　

補
聴
器
購
入
補
助
制

度
の
創
設
や
、
耳
の
こ
と

な
ん
で
も
相
談
会
の
実
施

は
。

　

公
費
助
成
に
関
し
て

は
国
レ
ベ
ル
で
の
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
町
単
独
で

の
実
施
は
予
定
し
て
い
な

い
。「

耳
の
こ
と
な
ん
で
も

相
談
会
」
は
、
引
き
続
き

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

者
の
方
に
も
確
認
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
が
、
今

回
の
国
か
ら
の
通
知
を
踏

ま
え
、
保
護
者
の
意
向
を

確
認
し
た
上
で
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。
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性
的
少
数
者
の
人
権
は

使
用
済
み
お
む
つ
の
処
理
は

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
は

人
権
が
尊
重
さ
れ
る

 

社
会
を
目
指
し
て
い
る

汐
見
町
長

平
間
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

国
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え

 

検
討
し
て
い
く

花
木
住
民
福
祉
課
長

引
き
続
き

 

相
談
会
の
開
催
を
予
定

坂
井
高
齢
福
祉
課
長

加齢性難聴者への補聴器の支援を



　

新
庁
舎
開
庁
ま
で
の

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
記
念
式
典
等
の
開
催
は
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
は
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
の
充
実
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27

年
度
に
新
庁
舎
建
設
検
討

会
議
を
設
置
し
て
、
建
設

事
業
に
取
り
組
み
、
本
年

６
月
９
日
ま
で
を
工
期
と

す
る
建
設
工
事
完
成
の
目

処
が
立
っ
た
と
こ
ろ
。

本
年
７
月
中
旬
ま
で
に

竣
工
記
念
式
典
や
内
覧
会

を
開
催
し
、
７
月
中
下
旬

ま
で
に
新
庁
舎
及
び
新
山

吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を

供
用
開
始
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

脇わ
き

　
本も

と

　
尚た

か

　
憲の

り  

議
員

　

庁
舎
敷
地
や
設
備
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
す
る
考
え
は
。

　

敷
地
内
に
は
、
ド
マ

や
中
庭
、
ベ
ン
チ
が
あ
り
、

庁
舎
内
に
は
、

大
会
議
室
や
集

会
室
、
和
室
等

を
設
け
る
ほ
か
、

駐
車
場
も
多
く

あ
る
こ
と
か
ら

新
た
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て

い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

各
種
団
体
や
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
を

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

本
町
の
飼
い
犬
の
登

録
数
の
把
握
は
。

　

飼
い
犬
は
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
登
録
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
令
和

５
年
２
月
末
現
在
登
録
数

は
５
９
８
頭
で
あ
る
。

　

飼
い
犬
の
健
康
管
理

に
関
す
る
費
用
の
助
成
金

等
の
導
入
は
。

　

法
律
で
必
要
と
な
る

狂
犬
病
予
防
注
射
や
任
意

の
予
防
接
種
等
一
定
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
は
、
飼

い
主
の
責
務
で
も
あ
る
の

で
、
助
成
金
の
導
入
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
を

併
設
し
た
公
園
整
備
は
。

　

町
内
に
は
、
山
や
川

な
ど
自
然
豊
か
な
地
域
が

広
が
り
、
適
度
な
運
動
の

た
め
に
犬
を
散
歩
さ
せ
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
た
め
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
を
併
設

し
た
公
園
整
備
は
困
難
と

考
え
て
い
る
。

ー　　ー10

新
庁
舎
開
庁
に
伴
う
記
念
式
典
等
の
開
催
は

飼
い
犬
の
た
め
の
環
境
整
備
は

竣
工
記
念
式
典
や

 

内
覧
会
を
開
催

脇
本
総
務
課
長

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の

 
整
備
は
困
難

菱
本
産
業
環
境
課
長

柳
原
建
設
課
長

開庁に向けて建設が進む新庁舎

飼い犬から新たな交流が生まれています




